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大昔調査会　(２０２５．８）

登録番号 書　名 著　者 発行年 発行所（シリーズ）

第１回ー① 保元物語　平治物語　承久記 栃木孝雄　他 1992 岩波書店「新日本古典文学大系」

第１回ー② 信濃中世の館跡 信濃史学会 編 2000 信濃史学会研究叢書５

第１回ー③ 中世武士団　偽りの血脈 桃崎有一郎 2025 講談社選書メチエ825

第１回ー④ 信濃国の南北朝内乱 櫻井彦 2021 吉川弘文館　歴史文化ライブラリー536

第１回ー⑤ 承久の乱研究の最前線 細川重男 編 2025 朝日新聞出版　朝日選書1051

第１回ー⑥
「歴史評論」2025年7月号(№90)
　鎌倉時代史研究の現在

歴史科学協議会 2025 歴史科学協議会

第１回ー⑦ 三番町のコタカさん 大妻コタカ伝 工藤美代子 2016 ワック株式会社

第１回ー⑧ 教えの道をひとすじに 大妻コタカ物語 北見けんいち 2012 学校法人大妻学院

すわ大昔サロン「参考図書」一覧表（第１回）



2022年 04 月 04日 
「承久記」元和活字本 上 16 大炊渡軍 1/2（武田小五郎渡河） 
   大炊の渡りの戦 
 
 武田五郎、子共の中に憑みたりける小五郎を招きて、「軍の習ひ、親子をも顧みず、まして、一門・他
人は申すに及ばず、『一人抜け出でて前を懸け、我、高名せん』と思ふが習ひなり。『汝、小笠原の人共に
知られずして抜け出でて、大炊の渡りの先陣をせよ』と思ふは如何に。」「誰もさこそ存じ候へ。」とて、
一、二町抜け出で、野を踏む様にて、その勢二十騎ばかり、河の縁へぞ進みける。 
 武田小五郎が郎等・武藤新五郎と言ふ者あり。童名「荒武者」とぞ申しける。勝れたる水練の達者なり。
是を呼んで、「大炊の渡りの瀬踏みして、敵の有様よく見よ。」とて指し遣はす。新五郎、瀬踏みしをほせ
て帰り来て、「瀬踏みこそつかまつりて候へ。但し、河の西方、岸高くして、たやすく馬をあつかひ難し。
向かふの岸に、渡瀬七、八段が程、菱を種ゑ流し、河の中に乱株打ち、綱はえ、逆茂木引きて流し懸け、
四、五段が程候ひしを、菱抜き捨てて流しぬ。綱きり、逆茂木切りて、馬の上げ所には、誌しを立てて候
ふ。それを守つて渡させ給へ。」とぞ申しける。武田小五郎、先様に存知したりければ、河の縁へ進む。 
 武田が手の者、信濃国の住人、千野五郎・河上左近、二人打ち入りて渡しけるが、向かふの岸に、黒革
威の鎧に月毛なる馬に乗りて、黒羽の矢負ひて塗籠籐の弓持ちたりけるが、河の端の下の壇に打ち下り
て、「向かふの岸を渡すは何者ぞ。是は、武田小五郎殿の御手に、信濃国の住人、千野六郎・河上左近と
申す者。」と名乗りければ、「同国の住人・大妻太郎兼澄なり。真に千野六郎ならば、我等一門ぞかし。六
郎は諏訪大明神に免し奉る。河上殿に於いては、申し承らん。」とて、よつ引いて丁と射る。左近が引き
合はせを箆深に射させて、さかさまに落ちて流れけるに、千野六郎、是にも臆せず、やがて続きて渡しけ
れば、「千野六郎は、もとより大明神に免し奉る。馬に於いては申し受けん。」とて、よく引いて丁と射る。
六郎が弓手の切付の後ろの余りを箆深に射させて、馬、さかさまに転びければ、太刀を抜きて、逆茂木の
上へ飛び立つ。歩行武者六人、寄り合ひて、千野六郎は討ち取りにけり。 
 同じ手の者・常葉六郎、それも大妻太郎に鎧の草摺の余りを射させ、舟の中に落ちたりけるを、先の六
人、寄り合ひて討ちにけり。吾妻太郎・内藤八、それも射られて流れにけり。内藤八は、真甲の外れ射さ
せて、血、目へ流れ入りければ、後も前も見ず、馬の頭を下り様に悪く向けて、やがて巻き沈められける
が、究竟の水練なりければ、逆茂木の根に取り付きて、心を沈め思ひけるは、「是程の手にて、よも死な
じ。物の具しては助からじ。この鎧、重代の物なり。命生きたらんは、その時、取るべし」と思ひて、物
の具解き、上帯を以て、逆茂木の根を岩の立ち添ふたるに纏ひ付けて、向かひたる方へ這ひける程に、然
るべき事にや、渡瀬より下、人もなき所にはひあがりたり。腰より上は揚がりて、後、絶え入りぬ。程経
て後、生き出でたり。京方の者共、見付けたりけれども、「死人、流れ寄りたり」と思ひて、目も懸けず。
その後、縁者尋ね来たりて、助けける。後に水練を入れて、河の底なる鎧を取りたりけり。 
 さる程に、武田小五郎、やがて打ち入りて渡しけり。伴ふ輩は誰々ぞ。兄の悪三郎・弟の六郎・同七郎・
武藤五郎・新五郎・内藤七・黒河内次郎・岩崎五郎。以上九人、是等を始めとして、百騎に足らぬ勢にて
ぞ渡しける。京勢、放ちける矢、雨の足の如くなれば、或いは馬を射させ、或いは物の具のすきに射させ
て、河へ入る。是をも顧みず、乗り越え乗り越え渡しける。 
 
（底本：「承久記」（国史研究会 1917 年刊『国史叢書 承久記』（国会図書館 D.C.）） 

https://ohta-masakazu.blog.jp/archives/12675688.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/948824/174?tocOpened=1

